





















































































































































































































































































































































































































































した111)。さらに 21日には夏廷樾、朱孫詒、羅沢南率いる湘勇 2,000名、湖南兵 600名も姿
を見せ、共に永和門外に駐屯した。























































































































































































































































































 15) 同治『彭澤県志』巻 18、軍衛。











 20) 同治『新建県志』巻 65、兵氛。
 21) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、61頁。











 23) 張徳堅『賊情彙纂』巻 2、劇賊姓名下（『太平天国』3、71頁）。
















 29) 張徳堅『賊情彙纂』巻 10、賊糧、口糧（『太平天国』3、277頁）。
 30) 謝介鶴『金陵癸甲紀事略』『太平天国』4、656頁。
 31) 謝介鶴『金陵癸甲紀事略』『太平天国』4、665頁。




















日、同書 545, 547頁。陳孚恩奏、咸豊二年八月十九日、軍機処檔 086115号、共に国立故宮博物
院蔵。なお陳孚恩は団練結成や城壁修築のために銀 13,400両を寄付したという（陳孚恩奏、咸
豊三年五月十六日『鎮圧』7、194頁）。






















 60) 杜文瀾『平定粤匪紀略』巻 3、咸豊三年癸丑および「江忠烈公行状」『江忠烈公遺集』附録。
 61) 張芾奏、咸豊三年五月二十一日『鎮圧』7、276頁。
 62) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、61頁。
 63) 張芾奏、咸豊三年五月二十九日『鎮圧』7、407頁。民国『南昌県志』巻 54、兵革。
 64) 張芾奏、咸豊三年六月初四日『鎮圧』7、463頁。











































 79) 沈兆霖奏、咸豊三年七月十二日『鎮圧』8、471頁。また夏變『粤氛紀事』巻 6、西江反噬による
と、呉城鎮でも同じ動きが見られたが、地方官たちはいち早く逃亡したという（羅爾綱、王慶成
主編、中国近代史資料叢刊続編『太平天国』4、広西師範大学出版社、2000年、163頁）。
 80) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、59, 58頁。
 81) 夏變『粤氛紀事』巻 6、西江反噬、続編『太平天国』4、163頁。
 82) 鄒樹栄『藹青詩草』六月十八日江省被囲感賦七律三首（癸丑）（『太平軍在江西史料』472頁）。








 86) 孫福謙稟江西軍情、咸豊三年五月、F.O.931 1518。
 87) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、79頁。
 88) 同治『新建県志』巻 65、兵氛。



























 101) 張亮基奏、咸豊三年七月初九日『鎮圧』8、423頁。また夏變『粤氛紀事』巻 6、西江反噬にも


















































 120) 王闓運『湘軍志』曾軍篇第二、岳麓書社版 21頁。
 121) 張芾奏、咸豊三年七月十五日『鎮圧』8、511頁。















 129) 張芾奏、咸豊三年八月十八日『鎮圧』9、332頁。同治『饒州府志』巻 8、武備志、武事。また
同治『楽平県志』巻 5、武備、武事は「七月二十三日、賊乗大漲、千艘来擾、顧不甚肆虐以餌愚
民、殆其故智。二十八日退去」とあり、その略奪行為は抑制されていたと述べる。
 130) 夏變『粤氛紀事』巻 6、西江反噬、続編『太平天国』4、166頁。





 132) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、64, 65頁。
 133) 張徳堅『賊情彙纂』巻 10、賊糧、船運および倉庫（『太平天国』3、275, 278頁）。
 134) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、66頁。




 137) 毛隆保『見聞雑記』『太平天国史料叢編簡輯』2、66, 64頁。
 138) 夏變『粤氛紀事』巻 6、西江反噬、続編『太平天国』4、166頁。ここで都昌とは南康府都昌県
を指すと思われる。




 142) 光緒『泰和県志』巻 9、政典、兵寇。光緒『吉安府志』巻 20、軍政志、武事。同治『安福県志』
武事。張芾奏、咸豊三年七月初四日・八月初一日・八月十八日・八月二十四日『鎮圧』9、84, 
78, 326, 340, 431頁。同奏、咸豊三年九月初八日『鎮圧』10、9頁。
























 154) 軍機大臣、咸豊三年八月十二日『鎮圧』9、208, 209頁。

